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合併当事会社の概要合併当事会社の概要

㈱NGK水環境システムズ
（ N W S ）

富士電機水環境システムズ㈱
（ F W S ）

社 名

事業内容

主力製品

売上高
（‘０８.３月期予想）

従業員数

水処理・水環境システム各種
装置類、施設用電気設備等の
製造販売及び各種プラントの
設計・施工・請負

・監視制御システム

・オゾナイザ

８８０人 ７６０人

・セラミック膜浄水システム

・下水汚泥焼却プラント

５００億円 ４００億円

（‘０７年９月３０日現在）

上水・下水処理及びごみ処理
等の各種装置類の製造販売、
及び各種プラントの設計・施
工・請負

※ＮＷＳの表中数値は連結数値



新会社の概要新会社の概要

代 表 者 ：代表取締役社長 松木 晴雄（予定）

代表取締役副社長 小牧 裕志（予定）

本店所在地 ：東京都港区虎ノ門4-3-1 

城山トラストタワー28,29F 

資 本 金 ：75億円

従 業 員 ：1,650人

主要事業所 ：本社（東京）、日野事業所、名古屋事業所

主要営業拠点：東京（本社）、札幌、仙台、横浜、名古屋、

大阪、広島、福岡



新社名と意味新社名と意味

「META」＝超越、変化
（ 接頭語として ）



新会社の事業計画新会社の事業計画

60億円60億円

6％6％

2008年度
統合初年度

2008年度
統合初年度

950億円950億円

2010年度
中期目標

2010年度
中期目標

2015年度
長期目標

2015年度
長期目標

売 上 高売 上 高

80億円80億円

1200億円1200億円

7％7％

営業利益営業利益

2000億円2000億円

200億円200億円

10％10％営業利益率営業利益率



新会社の製品・市場戦略新会社の製品・市場戦略

■ 主力製品・機器の

用途開拓・開発

（下水） 再生水

海水淡水化システム

成
長
領
域

基
盤
領
域

国
内
・上
下
水

海
外
・民
需

短 期 中 長 期

■ 機電融合新商品の投入

・温暖化対応

・処理場運転

次世代流動焼却炉

高機能支援システム

■ 技術・総合評価型 発注への

機電一体対応

■ コスト競争力強化

■ 主力製品・機器の

新市場拡販

セラミック膜ろ過システム

オゾナイザ



『 機械技術 』 と 『 電機技術 』 の融合による
温暖化ガス削減

ゾーン燃焼技術

プラント設計技術 センシング技術

高度制御技術

焼却炉

温暖化ガス削減 『次世代流動焼却炉』温暖化ガス削減 『次世代流動焼却炉』

温暖化ガス：８０％削減
電力：２０％削減
燃料：５０％削減



高機能維持管理次世代システム高機能維持管理次世代システム

制御機器

制御機器

センサ

センサ
監視制御システム

焼却設備
脱水設備

曝気装置

『 機械技術 』 と 『 電機技術 』 の融合による
高機能の維持管理システムの実現

省力化、無人化
異常診断
余寿命診断

省エネ運転
CO2削減運転



主力製品・機器の新市場拡販主力製品・機器の新市場拡販

オゾナイザ と セラミック膜 の グローバル展開

中 国 ・ 韓 国

中 近 東

東南アジア

オーストラリア

北 米欧 州

オゾナイザ

セラミック膜



再生水/海淡プラント向け 技術・製品の開発再生水/海淡プラント向け 技術・製品の開発

海水 97％

淡水 0.01％
除：氷・地下水

浄水場

下水処理場

基盤技術・製品（オゾナイザ、セラ膜）を足掛かりに

次世代の再生水／海淡プラント向け 技術・製品を開発

海水淡水化
プラント

再生水
プラント



国内アライアンスの推進国内アライアンスの推進

運
転
管
理

保
守
・点
検

機
械
設
備

電
機
設
備

建 設 維持管理

土
木
・建
築

水
質
管
理

計
画
・設
計

事
業
計
画
・運
営

計 画 運 営

他社とのアライアンスを推進し､全領域をカバー

総合水環境エンジニアリング会社



機 器 運 営
各社ホームページより推計

売上高

（億円）

4000 

6000 

水環境分野でグローバル・カンパニー水環境分野でグローバル・カンパニー

GE Water
Siemens

「コア技術」 「コア製品」 でグローバル・マーケットに参入

2000 

1000 



国内では、“アライアンスの推進”で「総合化」を図り

『総合水環境エンジニアリング会社』 を目指す

「水処理＆エネルギー関連の次世代技術」 で

水資源確保・温暖化対応・資源有効利用 等の

社会的要請に応える 『 水環境事業会社 』 を目指す

新会社の目指す方向新会社の目指す方向

“コア技術・コア製品”を活かし、水資源確保 （再生水、

海水淡水化） の分野で 『グローバル・カンパニー』 を目指す

（GE Water、Siemens等に匹敵）



新会社の企業理念新会社の企業理念

水は地球にとってかけがえのない資源。

「限りある水」

その循環を創り出すことは、明日の地球を支えることです。

私たちは、先進のコア技術を活かしたエンジニアリング企業として

「水資源の最適解」を提供します。

いつでも どこでも だれもが

水と共に安心して生きることができる社会を願い

たゆまぬ挑戦を続けていきます。



「 水環境 リーディングカンパニー 」

水の世紀と歩む


